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金融情報

金融（融資）相談経営相談

法律相談

会員様のご相談は無料です。ご相談の秘密は厳守します。
相談場所■小松商工会議所
予約制を除く相談は事前のご連絡は不要です。
お気軽にお越しください。

悩みを抱えたままにしていませんか？
本所では専門スタッフがあらゆるご相談に応じております。

（☎ 0761-21-3121）
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（平成28年4月20日現在）

■マルケイ資金

2,000万円
無担保・無保証人

・利率　1.3％
・期間　10年（運転７年）

■小口事業資金（追認小口）

1,500万円
原則無担保

・利率　1.75％
・期間　７年（運転5年）

■小口零細（創業者分含）

1,250万円
原則無担保

・利率　1.7％
・期間　７年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.6％
・期間　７年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.85％
・期間　７年（実情に応じ10年）

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.3％
・期間　７年以内

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認２億円）
・利率　1.6％～1.8％
・期間　5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）

平成28年度（4月
末まで）認定実績

零 細 分

創 業 者 分

今 月 の 利 率

●
全
産
業
の
業
況
DI
は
、前
月
と

比
べ
改
善
。産
業
別
に
み
る
と
、

製
造
業
で
悪
化
、そ
の
他
の
４
業

種
で
改
善
し
た
。各
業
種
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と

お
り
。

●「
人
手
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、

募
集
し
て
も
応
募
が
無
く
、採
用

で
き
な
い
。従
業
員
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
」（
一
般
工
事
）、「
売

上
も
増
加
し
、新
た
な
開
発
要
員

を
採
用
し
た
い
が
確
保
が
難
し

い
」（
金
物
類
製
造
）、「
熊
本
地
震

が
今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及

ぼ
す
か
不
安
も
あ
る
が
、売
上
は

増
加
傾
向
に
あ
る
」（
食
料・飲
料

卸
売
）、「
農
村
地
域
で
あ
る
た

め
、大
型
店
舗
の
出
店
が
目
立

つ
。価
格
競
争
で
太
刀
打
ち
で
き

ず
、後
継
者
が
い
て
も
閉
店
す
る

店
も
多
い
」（
そ
の
他
小
売
）、「
４

月
以
降
、原
材
料
費
の
値
上
が
り

が
目
立
ち
、今
後
に
不
安
も
あ
る

が
、売
上
は
増
加
し
て
い
る
」（
そ

ば・う
ど
ん
店
） 

●
業
況
の
先
行
き
見
通
し
DI
は
、

全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
悪
化

す
る
見
込
み
。産
業
別
に
み
る

と
、製
造
業
で
改
善
、そ
の
他
の

４
業
種
で
悪
化
す
る
見
込
み
。

　
４
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
DI
は
、▲
21
．0
と
、

前
月
か
ら
＋
２
．６
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。た
だ
し
、今
回

の
調
査
開
始
時
点
は
熊
本
地
震
の
発
生
前
で
あ
る

こ
と
に
留
意
が
必
要
。業
況
DI
は
、堅
調
な
観
光
需

要
や
原
材
料・燃
料
価
格
の
下
落
の
恩
恵
、設
備
投

資
の
持
ち
直
し
の
動
き
に
加
え
、「
悪
化
」か
ら「
不

変
」へ
の
変
化
も
押
し
上
げ
要
因
と
な
っ
た
。金
融
市

場
の
不
安
定
な
動
き
に
対
す
る
懸
念
は
和
ら
ぎ
つ
つ

あ
る
も
の
の
、人
件
費
上
昇
や
受
注
機
会
の
損
失
な

ど
人
手
不
足
の
影
響
拡
大
、消
費
低
迷
の
長
期
化
、

新
興
国
経
済
の
減
速
な
ど
か
ら
、中
小
企
業
の
業
況

感
は
依
然
と
し
て
鈍
く
、一進一退
の
状
況
が
続
い
て

お
り
、来
月
以
降
、熊
本
地
震
の
影
響
を
注
視
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
DI
が
▲
23
．1

（
今
月
比
▲
２
．１
ポ
イ
ン
ト
）と
、悪
化
を
見
込
む
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
向
け
た
観
光
需
要
拡
大
や

設
備
投
資
の
持
ち
直
し
、補
正
予
算・今
年
度
予
算

の
早
期
執
行
な
ど
へ
の
期
待
感
が
伺
え
る一方
で
、熊

本
地
震
の
影
響
の
大
き
さ
や
、円
高
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
鈍
化
な
ど
消
費
の一段
の
悪
化
、新
興

国
経
済
の
減
速
の
長
期
化
を
懸
念
す
る
声
が
出
て

い
る
。人
手
不
足
や
価
格
転
嫁
の
遅
れ
な
ど
の
課
題

を
抱
え
る
中
、中
小
企
業
に
お
い
て
は
、先
行
き
へ
の

不
透
明
感
か
ら
慎
重
な
見
方
が
続
い
て
い
る
。

景況天気予報LOBO調査
【LOBO調査とは】全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

調査期間：2016年４月14日～20日
調査対象：全国の423商工会議所が
　　　　　2952企業にヒアリング

3月【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.68倍 1.90倍 1.47倍 1.52倍 1.26倍

北
陸
信
越
の
状
況

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用
したい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9:00～16:00

（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　6月15日（水）
予約  ☎ 076-221-6141

・経営について専門家の意見を
聞きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

・インターネットで企業ＰＲしたい。

・特許や商標登録について検討
している。
・海外に製品を出したい。

雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家
派遣事業にて対応または専門機関
をご紹介しております。

☎ 0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  6月2日、9日、16日、23日
 （毎週木曜日）
 13:00～15:30
☎ 076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

事業に関する

予約制

予約制

【経営】

【IT】

【特許・商標】

【労働】

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

Q A&

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

記帳・税務相談
・会社の経理や税務についてわからない
　ことがある。
・消費税について教えてほしい。
  日時　7月6日（水）10:00～16:00

  専門家　　南一栄税理士

  ☎ 0761-21-3121
  （小松商工会議所経営支援課）

セミナーDVDのご紹介

（前月3.3％）

（10～12月期）

（前月213万人）

3.2％

2.7％

216万人

1.30倍

1.57倍

1.08倍

（前月1.28倍）

（前月1.55倍）［原数値］

（前月1.07倍）［原数値］

▲ 21.0

4
の全産業
合計の
業況DI値

とくに好調

50≦DI ▲25≦DI<0 DI<▲250≦DI<2525≦DI<50

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数について）
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表
す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示す。したがって売上高などの実数値の上
昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国 北 陸・信 越 全 国 北 陸・信 越

先 行 見 通 し

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲18.8

▲16.2

▲31.3

▲32.0

▲12.7

▲19.2

▲40.7

▲53.8

▲11.1

▲3.7

▲24.1

▲20.9

▲31.7

▲30.8

▲13.9

▲30.8

▲25.9

▲61.5

▲18.5

▲18.5

業況ＤＩは、引き続き一進一退。
先行きも不透明感強く、
慎重な見方崩れず

月

　会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
頃
何
か
と
ご
指
導
ご
協
力

賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　さ
て
、
５
月
は
本
所
会
費
の

納
入
月
と
な
っ
て
お
り
、
去
る

５
月
31
日
、
口
座
振
替
の
方
々

に
は
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ
り

口
座
振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　ま
た
、
納
付
書
の
方
々
に
つ

き
ま
し
て
も
、
早
速
ご
納
入
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
併
せ
て
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　尚
、
領
収
証
の
発
行
を
ご
希

望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

小
松
商
工
会
議
所
総
務
財
政
課  

☎
21
・
３
１
２
１

会
費
納
入
お
礼

平
成
28
年
度

お勧め
DVD

　本所では、社員教育・経営者の自己啓発用に役立つビジネスＤＶＤを
インターネットのレンタル用サイトから選べ、簡単に借りることができ
る「セミナーＤＶＤレンタルサービス」を行っております。
　会員事業所は無料ですので是非ご活用ください。
　詳しくは本所ＨＰよりお申し込みいただけます。

・新入社員向け ビジネスマナー
・真田家に学ぶ ビジネスの秘訣

　HPの
このバナーより
お申し込み
いただけます

2
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（平成28年4月20日現在）

■マルケイ資金

2,000万円
無担保・無保証人

・利率　1.3％
・期間　10年（運転７年）

■小口事業資金（追認小口）
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原則無担保

・利率　1.75％
・期間　７年（運転5年）
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1,250万円
原則無担保

・利率　1.7％
・期間　７年（運転5年）

■経営安定支援融資（一般分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.6％
・期間　７年

■経営安定支援融資（資金繰り支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.85％
・期間　７年（実情に応じ10年）

■経営安定支援融資（緊急経営安定支援分）
8,000万円（運転資金）
・利率　1.3％
・期間　７年以内

■地域商工業活性化融資
5,000万円（特認２億円）
・利率　1.6％～1.8％
・期間　5年～15年

（期間10年超の場合は、変動金利）
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必
要
が
あ
る
。

　
先
行
き
に
つ
い
て
は
、先
行
き
見
通
し
DI
が
▲
23
．1

（
今
月
比
▲
２
．１
ポ
イ
ン
ト
）と
、悪
化
を
見
込
む
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
向
け
た
観
光
需
要
拡
大
や

設
備
投
資
の
持
ち
直
し
、補
正
予
算・今
年
度
予
算

の
早
期
執
行
な
ど
へ
の
期
待
感
が
伺
え
る一方
で
、熊

本
地
震
の
影
響
の
大
き
さ
や
、円
高
に
よ
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
鈍
化
な
ど
消
費
の一段
の
悪
化
、新
興

国
経
済
の
減
速
の
長
期
化
を
懸
念
す
る
声
が
出
て

い
る
。人
手
不
足
や
価
格
転
嫁
の
遅
れ
な
ど
の
課
題

を
抱
え
る
中
、中
小
企
業
に
お
い
て
は
、先
行
き
へ
の

不
透
明
感
か
ら
慎
重
な
見
方
が
続
い
て
い
る
。

景況天気予報LOBO調査
【LOBO調査とは】全国の商工会議所のFAXとコンピュータで結んだ早期景気観測調査

調査期間：2016年４月14日～20日
調査対象：全国の423商工会議所が
　　　　　2952企業にヒアリング

3月【厚生労働省発表】 有効求人倍率完全失業率【総務省発表】

全 国

石 川 県

完全失業者数

全 国

石 川 県
ハローワーク
小 松 管 内

金沢 白山 七尾 加賀 輪島1.68倍 1.90倍 1.47倍 1.52倍 1.26倍

北
陸
信
越
の
状
況

※随時対応しております。
低金利で公的な制度融資を利用
したい。
マル経資金の相談をしたい。
受付時間（月）～（金）9:00～16:00

（小松商工会議所経営支援課）

商工中金相談日
日時　6月15日（水）
予約  ☎ 076-221-6141

・経営について専門家の意見を
聞きたい。
・店舗移転を考えている。
・金融機関の返済に追われている。

・インターネットで企業ＰＲしたい。

・特許や商標登録について検討
している。
・海外に製品を出したい。

雇用・労務に関する相談をしたい。

※ご相談内容によっては、専門家
派遣事業にて対応または専門機関
をご紹介しております。

☎ 0761-21-3121
（小松商工会議所経営支援課）

・保証債務の問題で困っている。
・取引先が倒産した。
日時  6月2日、9日、16日、23日
 （毎週木曜日）
 13:00～15:30
☎ 076-221-0242
南加賀法律相談センター（金沢弁
護士会）にてご予約ください。

事業に関する

予約制

予約制

【経営】

【IT】

【特許・商標】

【労働】

景況天気予報／雇用情報 経営相談窓口

Q A&

業況DIの推移（全産業・前年同月比）

記帳・税務相談
・会社の経理や税務についてわからない
　ことがある。
・消費税について教えてほしい。
  日時　7月6日（水）10:00～16:00

  専門家　　南一栄税理士

  ☎ 0761-21-3121
  （小松商工会議所経営支援課）

セミナーDVDのご紹介

（前月3.3％）

（10～12月期）

（前月213万人）

3.2％

2.7％

216万人

1.30倍

1.57倍

1.08倍

（前月1.28倍）

（前月1.55倍）［原数値］

（前月1.07倍）［原数値］

▲ 21.0

4
の全産業
合計の
業況DI値

とくに好調

50≦DI ▲25≦DI<0 DI<▲250≦DI<2525≦DI<50

好調 まあまあ 不振 きわめて不振

＊DI値（景況判断指数について）
　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの項目についての、判断の状況を表
す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答
の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す
回答の割合が多いことを示す。したがって売上高などの実数値の上
昇率を示すものではなく、景気感の相対的な拡がりを意味する。

建 設

製 造

卸 売

小 売

サービス

前 年 同 月 比
全 国 北 陸・信 越 全 国 北 陸・信 越

先 行 見 通 し

【DI】=（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合）

▲18.8

▲16.2

▲31.3

▲32.0

▲12.7

▲19.2

▲40.7

▲53.8

▲11.1

▲3.7

▲24.1

▲20.9

▲31.7

▲30.8

▲13.9

▲30.8

▲25.9

▲61.5

▲18.5

▲18.5

業況ＤＩは、引き続き一進一退。
先行きも不透明感強く、
慎重な見方崩れず

月

　会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て

は
日
頃
何
か
と
ご
指
導
ご
協
力

賜
り
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。

　さ
て
、
５
月
は
本
所
会
費
の

納
入
月
と
な
っ
て
お
り
、
去
る

５
月
31
日
、
口
座
振
替
の
方
々

に
は
ご
指
定
の
金
融
機
関
よ
り

口
座
振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　ま
た
、
納
付
書
の
方
々
に
つ

き
ま
し
て
も
、
早
速
ご
納
入
を

賜
り
ま
し
た
こ
と
併
せ
て
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　尚
、
領
収
証
の
発
行
を
ご
希

望
の
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

小
松
商
工
会
議
所
総
務
財
政
課  

☎
21
・
３
１
２
１

会
費
納
入
お
礼

平
成
28
年
度

お勧め
DVD

　本所では、社員教育・経営者の自己啓発用に役立つビジネスＤＶＤを
インターネットのレンタル用サイトから選べ、簡単に借りることができ
る「セミナーＤＶＤレンタルサービス」を行っております。
　会員事業所は無料ですので是非ご活用ください。
　詳しくは本所ＨＰよりお申し込みいただけます。

・新入社員向け ビジネスマナー
・真田家に学ぶ ビジネスの秘訣

　HPの
このバナーより
お申し込み
いただけます

小松商工会議所 2016.63



ISICO石川県産業創出支援機構

小松市役所からのお知らせ

平成28年度

の開催について

石川県立小松産業技術専門校からのお知らせ

石川県立小松産業技術専門校　【担当者】 辻、石黒
小松市青路町130番地
TEL：0761-44-1183　FAX：0761-44-4267

7,880円

7,880円

7,880円

7,880円

6,606円

【場所】
石川県立小松
産業技術専門校

【時間】
18:00 ～ 21:00

7/14・19・21・25・28
8/4・8・18・22・25
9/5・8・12・15・20
9/26・29　　10/3・6・11
10/24・27・31　　11/7・10

（公財）石川県産業創出支援機構　石川県よろず支援拠点
TEL：076-267-1001   E-mail:info@omisebatake-isico.com

※料金は受講料とテキスト代を含みます。

コース名 日　程 料　金 場所等

日商簿記
日商簿記（2級レベル）を勉強したい方へ
日商簿記検定2級の受験を予定している方へ

平成28年度　石川県よろず支援拠点　ネット活用セミナー［初心者向け］

簿記2級講座
小松産業技術専門校では日商簿記2級試験に向けて、日商
簿記講座を開催します。
受講希望の方は、下記の連絡先までお申し込みください。

　申込書に必要事項を記入の上、広報秘書課へ持参または郵
送してください。申込書や掲載に関する要綱などは市ホーム
ページ（http://www.city.komatsu.lg.jp/4724.htm）からダ
ウンロードできます。

各回セミナー終了後、よろずコーディネーターによる個別相談会を16:40より行います。（希望者のみ）
売上拡大、税務、支援施策や補助金など、経営の悩みをお気軽にご相談ください

〒923-8650　小松市小馬出町91番地　小松市広報秘書課広報
広聴担当　☎（0761）24-8016　FAX（0761）24-5563
Eメール：koho@city.komatsu.lg.jp

●トップページ下部：10,000円
●各ガイドメニューページ（暮らし、イベント、ようこそ小松、

小松市の紹介、よくある質問）の左部：4,000円
　※１カ月単位で申し込みできます。

小松市ホームページ
バナー広告主募集！
小松市ホームページに広告を掲載しませんか。
会社やお店のＰＲに、ぜひご活用ください！

縦70ピクセル×横140ピクセル

トップページ掲載イメージ

各ガイドページ掲載イメージ

広告掲載場所及び掲載料（月額、税込み）

広告の大きさ

申し込み方法

問い合わせ

平成28年度

連
絡
先

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

◎ 

環
境
社
会
検
定【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

問
い
合
わ
せ

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

日

時

会

場

参
加
料

申
込
締
切

申
込
方
法

7
月
24
日（
日
）

6
月
10
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所    

Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

5
，4
0
０
円

平
成
28
年
7
月
10
日（
日
）午
前
9
時

小
松
商
工
会
議
所
3
階
大
ホ
ー
ル

無
料

平
成
28
年
6
月
10
日（
金
）午
後
5
時

所
定
申
込
書
に
て
、「
小
松
商
工
会
議
所
第
69
回
加
賀
地
区
珠

算
競
技
大
会
係
」へ

● 
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
検
定（
販
売
士
） 

2・３
級

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

7
月
9
日（
土
）

6
月
17
日（
金
）ま
で

本
所
窓
口

2
級  

5
，6
6
0
円

３
級  

4
，1
2
0
円

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課 

☎（
0
7
6
1
）21・3
1
2
1

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

小
松
商
工
会
議
所
事
業
課 

☎（
0
7
6
1
）21・3
1
2
1

 

F
A
X（
0
7
6
1
）21・3
1
2
0

第
69
回
加
賀
地
区
珠
算
競
技
大
会

参
加
者
募
集

（
注
）●
日
本
商
工
会
議
所
検
定
、

　
　
◎
東
京
商
工
会
議
所
検
定
・・・
団
体
受
付
の
締
切
は
異
な
り
ま
す

　
　
　
の
で
、
詳
細
は
本
所
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

販
売
士
は
５
年
に
１
度
資
格
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
お
手
元
の
認
定
カ
ー
ド
に

て
資
格
有
効
期
限
を
お
確
か
め
下
さ
い
。

販
売
士
資
格
を

取
得
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

商 業 簿 記①
商 業 簿 記②
工 業 簿 記①
工 業 簿 記②
直前試験対策

ネット販売の基礎知識 ～ネット販売の原点 定員 30名
北村　錬充 氏
株式会社LATERAL  代表取締役／お店ばたけホームページドクター
平成28年6月22日（水）  13:30 ～ 16:30
石川県地場産業振興センター　新館3Ｆ　石川県商工会連合会研修室

講　師

日　時

場　所

内　容 ネットショップを運営するにあたっての心構えなど、基礎の基礎を学んでいただく初心者向けの講座です。ワー
クを行いながら、あなたのネットショップやネットビジネスそのものを見つめ直してみましょう。

ネット販売の基礎技術 ～基本的なSEO対策 定員 30名
古倉　功一 氏
株式会社SEO  取締役副社長／お店ばたけホームページドクター
平成28年7月6日（水）  13:30 ～ 16:30
石川県地場産業振興センター　新館2Ｆ　第10研修室

講　師

日　時

場　所

内　容 自社サイトへのアクセス数を増やすことは、提供する商品やサービスをより多くのお客様に購入いただくため
の第一歩といえます。SEO対策（検索エンジン対策）とは、検索エンジンでキーワード検索した時に、自社ペー
ジを上位表示させるための技術のことで、検索結果の上位であるほどアクセス数も多くなることから、アクセ
ス増加をめざす際に重要な技術です。
お客様と自社との出会いの機会を増やすSEO対策について、その基本を学びます。

http://www.isico.or.jp/omisebatake/seminar/h28kiso申し込みURL

個 別 相 談 会

問 い 合わせ

Information

4



ISICO石川県産業創出支援機構

小松市役所からのお知らせ

平成28年度

の開催について

石川県立小松産業技術専門校からのお知らせ

石川県立小松産業技術専門校　【担当者】 辻、石黒
小松市青路町130番地
TEL：0761-44-1183　FAX：0761-44-4267

7,880円

7,880円

7,880円

7,880円

6,606円

【場所】
石川県立小松
産業技術専門校

【時間】
18:00 ～ 21:00

7/14・19・21・25・28
8/4・8・18・22・25
9/5・8・12・15・20
9/26・29　　10/3・6・11
10/24・27・31　　11/7・10

（公財）石川県産業創出支援機構　石川県よろず支援拠点
TEL：076-267-1001   E-mail:info@omisebatake-isico.com

※料金は受講料とテキスト代を含みます。

コース名 日　程 料　金 場所等

日商簿記
日商簿記（2級レベル）を勉強したい方へ
日商簿記検定2級の受験を予定している方へ

平成28年度　石川県よろず支援拠点　ネット活用セミナー［初心者向け］

簿記2級講座
小松産業技術専門校では日商簿記2級試験に向けて、日商
簿記講座を開催します。
受講希望の方は、下記の連絡先までお申し込みください。

　申込書に必要事項を記入の上、広報秘書課へ持参または郵
送してください。申込書や掲載に関する要綱などは市ホーム
ページ（http://www.city.komatsu.lg.jp/4724.htm）からダ
ウンロードできます。

各回セミナー終了後、よろずコーディネーターによる個別相談会を16:40より行います。（希望者のみ）
売上拡大、税務、支援施策や補助金など、経営の悩みをお気軽にご相談ください

〒923-8650　小松市小馬出町91番地　小松市広報秘書課広報
広聴担当　☎（0761）24-8016　FAX（0761）24-5563
Eメール：koho@city.komatsu.lg.jp

●トップページ下部：10,000円
●各ガイドメニューページ（暮らし、イベント、ようこそ小松、

小松市の紹介、よくある質問）の左部：4,000円
　※１カ月単位で申し込みできます。

小松市ホームページ
バナー広告主募集！
小松市ホームページに広告を掲載しませんか。
会社やお店のＰＲに、ぜひご活用ください！

縦70ピクセル×横140ピクセル

トップページ掲載イメージ

各ガイドページ掲載イメージ

広告掲載場所及び掲載料（月額、税込み）

広告の大きさ

申し込み方法

問い合わせ

平成28年度

連
絡
先

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

◎ 

環
境
社
会
検
定【
Ｅ
Ｃ
Ｏ
検
定
】

問
い
合
わ
せ

試
験
日

申
込
期
間

申
込
方
法

受
験
料

日

時

会

場

参
加
料

申
込
締
切

申
込
方
法

7
月
24
日（
日
）

6
月
10
日（
金
）ま
で

東
京
商
工
会
議
所    

Ｈ
Ｐ・電
話
登
録

5
，4
0
０
円

平
成
28
年
7
月
10
日（
日
）午
前
9
時

小
松
商
工
会
議
所
3
階
大
ホ
ー
ル

無
料

平
成
28
年
6
月
10
日（
金
）午
後
5
時

所
定
申
込
書
に
て
、「
小
松
商
工
会
議
所
第
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回
加
賀
地
区
珠

算
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大
会
係
」へ
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グ
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士
） 

2・３
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日（
金
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で
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株式会社LATERAL  代表取締役／お店ばたけホームページドクター
平成28年6月22日（水）  13:30 ～ 16:30
石川県地場産業振興センター　新館3Ｆ　石川県商工会連合会研修室

講　師

日　時

場　所
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http://www.isico.or.jp/omisebatake/seminar/h28kiso申し込みURL

個 別 相 談 会

問 い 合わせ

Information

小松商工会議所 2016.65



小松市では、
次の補助事業への申請者
を募集します。

小松ブランド新製品等販路開拓支援事業
本市の中小企業者（個人でも可）が開発した、新製品・新技術を小松ブランドに認定し、
販路開拓等に要する経費を助成します。

対象経費の４分の３

小松市異業種連携促進事業
異業種連携による新商品・新サービス等の開発等に係る経費を助成します。

経営モデルチェンジ支援事業
小松市産学官共同研究促進事業
大学や公設試験研究機関と連携して行う共同研究・共同検証に係る経費を助成します。

共同研究　　　　２／３　　　　３００万円
　　　　　　　　３／４　　　　  ３０万円
共同検証　　　　２／３　　　　１００万円

金賞 １００万円
銀賞 ５０万円
銅賞 ３０万円

●見本市経費、広告宣伝経費、海外販路開拓経費、イ
ンターネット活用販売経費

●モニター試作品製作経費、産業財産権取得に要する
経費（金賞のみ）

●補助対象となる新製品は国・県の補助対象とならな
いものとします。

●新製品は他社製品等の実用新案権や特許権等の産業
財産権を侵害していないものに限ります。

新規性・独自性、技術性、市場性、安全性・安心性、
その他

小松市に事業所又は住所を有する中小企業者又は個人

小松ブランド認定者には副賞として５万円を進呈

平成28年7月1日（金）必着

［ハード事業］
共同事業や省エネルギー化、スマート化の
推進、新たなビジネスモデルを導入した事業
など

新たな事業活動を通じて経営の向上を目指す小松市内の中小企業者や起業家の方々の取組を支
援するため、小松市内において事業所等の整備や設備投資、新たな事業展開に係る経費の一部
を補助する助成制度です。

［ソフト事業］H28新設
6次産業化事業、地域資源活用、自社ブラン
ド開発、新分野進出、海外展開、
TPP参加国向けビジネス、インバウンド事業
など

小松市役所からのお知らせ 小松市役所からのお知らせ

補助金上限額

大学等への支払い費、原材料費、機械装置・器具工
具費、外注加工費、産業財産権の使用に要する経費
など

対象経費

補助金の上限額
５０万円以内（定額）

専門家謝金、旅費、試作・実験費など

補助対象となる事業例

対象経費

対象経費

補助率・上限額

補助率 留意事項

補助対象となる共同研究、共同検証は国・県の補助
対象とならないものとします。

留意事項

認定に係る審査基準

新規性・独自性、市場性、産学連携性など

認定に係る審査基準

副賞

申請資格

補助対象となる新製品は国・県の補助対象とならない
ものとします。

市場性、新規性、地域貢献性など

小松市内に事業所等を有する者で構成される連携体

留意事項

所定の申請用紙に必要事項を記入し、関係書
類を添付のうえ小松市商工労働課へ提出くだ
さい。
募集締切後に審査会を実施し、補助対象者を
決定します。

応募方法・審査等

締切

認定に係る審査基準

申請資格

小松市内に事業所を有する中小企業

申請資格

補助率 上限額

小松市商工労働課
（詳細や提出様式は市ホームページを確認ください）

平成28年7月1日（金）必着

TEL 24-8074　FAX 23-6404
E-mail  syoukou@city.komatsu.lg.jp

提出先

締　切

問合せ
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会員事業所の
福利厚生の益 の々充実と、
商工会議所の共済制度の
発展に努めていきます。

今月の Pick Up

アクサ生命保険株式会社
北陸支社　小松営業所

36万所
50万人

1,441億円

生命共済・特定退職金共済

（2015年3月末現在）

30万所
112万人
452億円

　アクサ生命は共済制度を通じて、全国の商工会議所様と提
携しています。小松商工会議所管内でも、旧日本団体生命の
頃から約40年にわたって生命共済制度・特定退職金共済制
度・福祉制度を担当させていただき、現在では約2,000会員
様にご加入いただいています。　
　現在、石川県内の商工会議所会員事業所様の福利厚生の一
層の充実をめざして、商工会議所とアクサ生命が一丸となっ
て共済制度の県内統一キャンペーンを行っています。
　この機会に、事業保険へのご要望やご質問などがございま
したら、お気軽にお問い合わせください。
　AXAグループは世界59の国と地域で事業を展開し、約1
億300万人のお客様から信頼をいただいている世界最大級の
保険・資産運用グループですが、日本におけるアクサ生命は、
これからも地域に密着して、小松商工会議所会員企業のみな
さまのニーズにお応えできるように尽力してまいります。

小松商工会議所　事業課　TEL.0761-21-3121問い合わせ

「
も
し
も
・
・
・
」に
備
え
た

充
実
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

会
員
の
た
め
の

商
工
会
議
所
共
済
制
度

全
国
5
1
4
会
議
所
の
内
、
5
1
1
会
議
所
で

ア
ク
サ
生
命
の
各
種
保
険
が
制
度
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
生
命
共
済
の
幹
事
は
4
3
7
会
議
所
、

特
定
退
職
金
共
済
制
度
は
4
1
0
会
議
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

共済キャンペーン実施中
共済キャンペーン実施中

ア
ク
サ
生
命
小
松
営
業
所

私
た
ち
が
会
員
事
業
所
を
訪
問
し
、
お
客
様
に
最
適
な
共
済
制
度

を
ご
提
案
申
し
あ
げ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

アクサ生命小松営業所の渡辺所長に伺いました
Message

渡辺  太一  所長

アクサ生命
共済・福祉制度推進スタッフ

契 約 者 数
被保険者数
年間保険料

加入事業所
加 入者 数
年間保険料

個人保険（福祉制度）
全国商工会議所・商工会の状況
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北陸支社　小松営業所　〒923-8566 石川県小松市園町二－１  小松商工会議所ビル１F  TEL 0761-24-4596
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会議所の動き

総務企画委員会 議員・評議員合同懇談会

小
松
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１０
年
ビ
ジ
ョン
に
つ
い
て
聞
く

会議所の動き

　
藤
井
氏
は
委
員
会
の
中
で
、
小
松
市
が
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
問

題（
人
口
減
少
問
題
）へ
の
対
応
策
と
し
て
、
４
つ
の
視
点（
お
も
し

ろ
い
・
た
く
ま
し
い
・
こ
こ
ち
よ
い
・
は
つ
ら
つ
）と
８
つ
の
都
市

像
を
掲
げ
た
北
陸
の
際
立
っ
た
ま
ち「
国
際
都
市
こ
ま
つ
」を
目
指

す
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
質
疑
で
は「
小
松
市
の
災
害
の
少
な
さ
を
活
か
し
、
企
業

誘
致
を
徹
底
し
て
行
う
の
は
ど
う
か
。」と
の
意
見
に
対
し
、「
小
松

は
災
害
の
少
な
さ
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
便
利
さ
が
あ
り
、
企
業
誘

致
の
種
地
に
な
る
。
引
き
合
い
の
問
題
も
あ
る
が
、
大
き
な
決
断
を

促
せ
る
よ
う
市
と
し
て
も
ケ
ア
し
て
い
き
た
い
。」と
答
え
た
。

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
西
正
次
）は
、
小
松

市
総
合
政
策
部
経
営
政
策
課
長
の
藤
井
勝
司
氏
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、「
小
松
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」と

題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

小松ＹＥＧ

役
員
改
選
！
新
年
度
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
！

　
総
会
で
は
、
27
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
の
後
、
役
員
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
た
。

　
松
山
典
裕
会
長（
㈲
松
山
自
動
車
）

は
今
年
度
も
会
長
職
を
務
め
、「『
小

松
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

P
r
i
d
e
』〜
成
長
無

き
と
こ
ろ
に
発
展
は
無
し
〜
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、「
小
松
商
工
会
議

所
青
年
部
は
自
企
業
の
発
展
と
い
う

夢
に
挑
み
ま
す
。
自
ら
の
経
済
基
盤

地
域
で
あ
る
小
松
市
を
愛
し
ま
す
。

そ
し
て
小
松
商
工
会
議
所
青
年
部

と
い
う
旗
の
下
に
集
い
研
鑽
に
努

め
、
連
帯
の
証
と
し
て
優
し
さ
と
幸

せ
が
満
ち
溢
れ
る
青
年
経
済
人
の

姿
と
自
ら
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に

一
生
懸
命
に
生
き
る
青
年
経
済
人
と

し
て
の
誇
り
で
あ
る『
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

P
r
i
d
e
』を
追
求
し
ま
す
。」と

平
成
28
年
度
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
来
賓
と
し
て
和
田
衞
会
頭

が
祝
辞
を
述
べ
、
出
席
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
は
5
月
に
開
催
予
定
の
石

川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
大
会（
小
松
大

会
）の
成
功
を
誓

い
、
通
常
総
会
を

終
え
た
。

　
尚
、
新
し
く
役

員
に
選
任
さ
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
。

　
本
所
青
年
部
は
平
成
28
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
や
来
賓
の
出

席
の
も
と
、
役
員
改
選
や
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
た
。
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ゲストの藤井勝司氏

石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構
と
は

　
斉
藤
氏
は
、
初
め
に
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
創
設
に
係
る
背
景
や
そ
の

役
割
に
つ
い
て
話
し
、
次
い
で
石
川
県
の「
産
業
成
長
戦
略
」に
基

づ
く
４
つ
の
仕
事（「
新
産
業
創
出
」「
新
市
場
開
拓
」「
経
営
基
盤
の

強
化
」「
産
業
振
興
施
設
の
管
理
運
営
」）の
方
策
と
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
斉
藤
氏
は
講
演
の
中
で「
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
現
在
の
仕
事
は
、
国
県

事
業
の
有
効
活
用
で
県
内
企
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
す
。Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
を
利
用
し
、
皆
さ
ん
の
事
業
発
展
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
し
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
本
所
で
は
、
公
益
財
団
法
人
石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構

（
以
下
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）副
理
事
長
の
斉
藤
直
氏
を
講
師
に
招
い
て

議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
、
64
名
が
出
席
し
た
。

講
演
で
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
役
割
や
施
策
等
に
つ
い
て
説
明
が

あっ
た
。

ISICOの斉藤直 副理事長

東京海上日動　横山 昌彦次長 説明を受ける参加者 本年も精一杯頑張ります！

産業政策委員会

　
東
京
海
上
日
動
広
域
法
人
部
の
横
山
昌
彦
次
長
よ
り
、
近
年
、
有
事
の

際
の
マ
ス
コ
ミ
対
応
・
失
言
が
原
因
で
企
業
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
た

り
、
製
品
事
故
発
生
時
の
リ
コ
ー
ル
の
費
用
負
担
に
耐
え
ら
れ
ず
倒
産
す

る
企
業
が
で
た
り
、
食
品
製
造
会
社
等
に
お
い
て
社
会
問
題
化
し
た
悪
意

あ
る
社
員
の
対
応
、
大
規
模
災
害
時
の
B
C
P
対
策
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
る
中
、情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
、企
業
の
リ
ス
ク
は
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
広
報
危
機
管
理
」「
リ
コ
ー
ル
」「
悪
意
あ

る
社
員
へ
の
対
応
」「
B
C
P
」の
4
つ
の
テ
ー
マ
に
て
、
過
去
に
起
こ
っ
た

実
例
を
交
え
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
す
ば
や
く
対
応
で
き
る
よ
う
講
師
の

説
明
に
耳
を
傾
け
熱
心
に
メ
モ
を
執
っ
て
い
た
。

まちづくり委員会
　「
シ
ェ
ア
金
沢
」は
、
子
ど
も
か
ら
大
学
生
、
高
齢
者
ま
で
、 

世
代
や
障
害
の
有
り

無
し
を
超
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
共
に
暮
ら
し
、
様
々
な
福
祉
関
連
の
施
設
が
混

在
す
る
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
営
主
体
は
社
会
福
祉
法
人「
佛
子
園
」。
児
童
養
護
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
知
的
障
が
い
者
受
入
施
設
と
な
り
、
障
が
い
を
持
つ
子
供
達
に
社
会
性
を
養
っ

て
ほ
し
い
と
障
が
い
者
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
就
労
施
設
、
学
生
向
け
賃
貸
物
件
や

高
齢
者
向
け
ケ
ア
付
き
住
宅
な
ど
を
併
設
。
ま
た
地
域
の
方
も
利
用
で
き
る
温
泉
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
人
と
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　「
高
岡
御
車
山
会
館
」は
、
国
の
重
要
有
形
・
無
形
民
族
文
化
財「
高
岡
御
車
山
祭
」

の
御
車
山
を
通
年
で
楽
し
め
る
施
設
。
山
車
に
凝
縮
さ
れ
た
工
芸
技
術
や
こ
れ
ま
で

守
り
伝
え
て
き
た
地
域
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り
、「
シ
ア
タ
ー
」で
は
４
Ｋ
の

高
精
細
画
質
で
祭
の
準
備
か
ら
祭
礼
当
日
を
追
体
験
で
き
る
。

　
二
施
設
の
取
組
み
や
施
設
内
容
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
策
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

学
ぶ
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

　
本
所
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
　
橘 

隆
則
）18
名
は
、
去
る
5
月

11
日（
水
）、
金
沢
市
の「
シ
ェ
ア
金
沢
」並
び
に
富
山
県「
高
岡
御
車
山

会
館
」を
視
察
し
た
。

高岡御車山会館を視察 シェア金沢にて概要説明
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広
報
危
機
管
理
・
リ
コ
ー
ル・B
C
P
他

新
た
な
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

　
　
　
　
〜「
シ
ェ
ア
金
沢
」・「
高
岡
御
車
山
会
館
」〜

5/13
　
本
所
で
は
、
企
業
の
事
業
活
動
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
に
つ
い
て
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
と
の
共
催
に
よ
る「
総
合
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。

会
　長

直
前
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

総
務
広
報
委
員
長

視
察
・
研
修
委
員
長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
長

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

監
　事

監
　事

㈲
松
山
自
動
車

小
松
水
産
㈱

大
西
石
材

丸
急
運
送
㈱

㈱
ヤ
マ
ウ
チ
産
業

㈲
内
野
石
油

山
川
酒
店

㈱
飯
田
計
算
セ
ン
タ
ー

㈲
金
子
印
刷   

㈱
江
口
組

㈲
岡
本
タ
イ
ヤ
商
会

㈲
川
腰
電
気
商
会

小
松
計
測
㈱

㈱
島
豊
商
店

㈲一浪
㈱
光
矢

五
十
吉
深
香
陶
窯

松
本
電
機
㈱

松
山
　典
裕

福
島
　知
朗

大
西
　俊
則

久
田
　
　誠

山
内
　
　勇

内
野
　裕
文

山
川
　浩
平

飯
田
　崇
義

金
子
　哲
也

江
口
　
　充

岡
本
　哲
弥

川
腰
　栄
一

鹿
田
　稔
夫

島
　
　豊
久

土
定
　靖
之

福
田
　和
也

前
口
　
　剛

浅
蔵
　宏
昭

松
本
　賢
一

税
理
士
法
人

北
陸
合
同
会
計
事
務
所

会
員
拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

説明する加納裕社長

　
4
月
か
ら
電
力
の
供
給
が
自
由
化
さ
れ
お
客
様
が
電
力
会
社
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

　
北
陸
電
力
は
全
国
的
に
も
水
力
発
電
の
割
合
が
多
く
低
価
格
で
の
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
企
業
や
個
人
へ
の
省
エ
ネ
無
料
相
談
も
実
施
し
て

い
る
。

　
そ
の
後
、
メ
ン
バ
ー
は
加
賀
市
新
保
町
に
本
年
4
月
に
完
成
し
た
小

松
ウ
ォ
ー
ル
工
業
㈱
新
工
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
新
工
場
内
は
最
新
設
計
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
天
井
に
は
大
き
な
窓
や
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
間
仕
切
り
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
お
客
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
設
計
・
製
作
し
て
お
り
、
展
示
さ
れ
た
製
品

の
安
全
対
策
へ
の
説
明
を
受
け
進
化
す
る
間
仕
切
り
を
実
感
し
た
。

「
電
力
自
由
化
と
省
エ
ネ
へ
の
取
組
み
」

　
　
　
小
松
ウ
オ
ー
ル
工
業
㈱
新
工
場
視
察

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
近
江
裕
二
）は
、
北
陸
電
力
小

松
支
社
の
中
田
一
夫
支
社
長
よ
り「
電
力
の
自
由
化
」に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
小
松
ウ
オ
ー
ル
工
業
㈱
の
新
工
場
の
視
察
を

行
っ
た
。

藤田直樹コマツ粟津工場長

　
式
典
で
は
和
田
衞
会
頭
が
挨
拶
し
、
そ
の
後
神
事
が
執
り
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
和
田
愼
司
小
松
市
長
、
宮
西
健
吉
小

松
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
４
月
よ
り
本
所
副
会
頭
に
就
任

し
た
藤
田
直
樹
コ
マ
ツ
粟
津
工
場
長
の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
記
念
碑
周
辺
で
は
、
遊
泉
寺
銅
山
再
生
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

新
た
に
組
織
さ
れ
た「
鵜
遊
立
地
域
活
性
化
委
員
会
」が
中
心
と

な
っ
て
３
月
に
梅
林
の
植
樹
を
行
な
い
、
ま
た
一
部
通
路
を
舗
装
す

る
な
ど
景
観
整
備
に
努
め
、
観
光
誘
客
に
向
け
た
取
り
組
み
が
日
々

行
わ
れ
て
い
る
。

地
域
発
展
を
目
指
し
整
備
す
す
む

　
本
年
で
26
回
目
に
な
る
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
式
典
が
コ
マ
ツ
、

行
政
関
係
者
、
本
所
、
地
元
町
内
関
係
者
ら
約
１
３
０
名
の
出
席

の
も
と
鵜
川
町
の
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
碑
前
広
場
に
て
開
催
さ

れ
、
修
祓
の
儀
、
玉
串
奉
奠
が
執
り
行
わ
れ
た
。
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会議所の動き

総務企画委員会 議員・評議員合同懇談会

小
松
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１０
年
ビ
ジ
ョン
に
つ
い
て
聞
く

会議所の動き

　
藤
井
氏
は
委
員
会
の
中
で
、
小
松
市
が
こ
れ
か
ら
直
面
す
る
問

題（
人
口
減
少
問
題
）へ
の
対
応
策
と
し
て
、
４
つ
の
視
点（
お
も
し

ろ
い
・
た
く
ま
し
い
・
こ
こ
ち
よ
い
・
は
つ
ら
つ
）と
８
つ
の
都
市

像
を
掲
げ
た
北
陸
の
際
立
っ
た
ま
ち「
国
際
都
市
こ
ま
つ
」を
目
指

す
こ
と
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、
質
疑
で
は「
小
松
市
の
災
害
の
少
な
さ
を
活
か
し
、
企
業

誘
致
を
徹
底
し
て
行
う
の
は
ど
う
か
。」と
の
意
見
に
対
し
、「
小
松

は
災
害
の
少
な
さ
や
交
通
ア
ク
セ
ス
の
便
利
さ
が
あ
り
、
企
業
誘

致
の
種
地
に
な
る
。
引
き
合
い
の
問
題
も
あ
る
が
、
大
き
な
決
断
を

促
せ
る
よ
う
市
と
し
て
も
ケ
ア
し
て
い
き
た
い
。」と
答
え
た
。

　
本
所
総
務
企
画
委
員
会（
委
員
長
　
西
正
次
）は
、
小
松

市
総
合
政
策
部
経
営
政
策
課
長
の
藤
井
勝
司
氏
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
、「
小
松
市
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
10
年
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
」と

題
し
て
委
員
会
を
開
催
し
た
。

小松ＹＥＧ

役
員
改
選
！
新
年
度
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
！

　
総
会
で
は
、
27
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
報
告
の
後
、
役
員
任
期
満

了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
た
。

　
松
山
典
裕
会
長（
㈲
松
山
自
動
車
）

は
今
年
度
も
会
長
職
を
務
め
、「『
小

松
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

P
r
i
d
e
』〜
成
長
無

き
と
こ
ろ
に
発
展
は
無
し
〜
」を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、「
小
松
商
工
会
議

所
青
年
部
は
自
企
業
の
発
展
と
い
う

夢
に
挑
み
ま
す
。
自
ら
の
経
済
基
盤

地
域
で
あ
る
小
松
市
を
愛
し
ま
す
。

そ
し
て
小
松
商
工
会
議
所
青
年
部

と
い
う
旗
の
下
に
集
い
研
鑽
に
努

め
、
連
帯
の
証
と
し
て
優
し
さ
と
幸

せ
が
満
ち
溢
れ
る
青
年
経
済
人
の

姿
と
自
ら
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
に

一
生
懸
命
に
生
き
る
青
年
経
済
人
と

し
て
の
誇
り
で
あ
る『
小
松
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

P
r
i
d
e
』を
追
求
し
ま
す
。」と

平
成
28
年
度
の
抱
負
を
語
っ
た
。

　
そ
の
後
来
賓
と
し
て
和
田
衞
会
頭

が
祝
辞
を
述
べ
、
出
席
し
た
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
は
5
月
に
開
催
予
定
の
石

川
県
連
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会
員
大
会（
小
松
大

会
）の
成
功
を
誓

い
、
通
常
総
会
を

終
え
た
。

　
尚
、
新
し
く
役

員
に
選
任
さ
れ
た

方
は
次
の
と
お
り
。

　
本
所
青
年
部
は
平
成
28
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
や
来
賓
の
出

席
の
も
と
、
役
員
改
選
や
事
業
計
画
、
収
支
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

4/27

4/28 4/26

ゲストの藤井勝司氏

石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構
と
は

　
斉
藤
氏
は
、
初
め
に
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
創
設
に
係
る
背
景
や
そ
の

役
割
に
つ
い
て
話
し
、
次
い
で
石
川
県
の「
産
業
成
長
戦
略
」に
基

づ
く
４
つ
の
仕
事（「
新
産
業
創
出
」「
新
市
場
開
拓
」「
経
営
基
盤
の

強
化
」「
産
業
振
興
施
設
の
管
理
運
営
」）の
方
策
と
具
体
的
な
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
斉
藤
氏
は
講
演
の
中
で「
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
現
在
の
仕
事
は
、
国
県

事
業
の
有
効
活
用
で
県
内
企
業
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
す
。Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｃ
Ｏ
を
利
用
し
、
皆
さ
ん
の
事
業
発
展
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。」

と
話
し
、
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
本
所
で
は
、
公
益
財
団
法
人
石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構

（
以
下
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
）副
理
事
長
の
斉
藤
直
氏
を
講
師
に
招
い
て

議
員
・
評
議
員
合
同
懇
談
会
を
開
催
し
、
64
名
が
出
席
し
た
。

講
演
で
は
、Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
役
割
や
施
策
等
に
つ
い
て
説
明
が

あっ
た
。

ISICOの斉藤直 副理事長

東京海上日動　横山 昌彦次長 説明を受ける参加者 本年も精一杯頑張ります！

産業政策委員会

　
東
京
海
上
日
動
広
域
法
人
部
の
横
山
昌
彦
次
長
よ
り
、
近
年
、
有
事
の

際
の
マ
ス
コ
ミ
対
応
・
失
言
が
原
因
で
企
業
経
営
に
大
き
な
影
響
が
出
た

り
、
製
品
事
故
発
生
時
の
リ
コ
ー
ル
の
費
用
負
担
に
耐
え
ら
れ
ず
倒
産
す

る
企
業
が
で
た
り
、
食
品
製
造
会
社
等
に
お
い
て
社
会
問
題
化
し
た
悪
意

あ
る
社
員
の
対
応
、
大
規
模
災
害
時
の
B
C
P
対
策
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
る
中
、情
報
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
っ
て
、企
業
の
リ
ス
ク
は
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
広
報
危
機
管
理
」「
リ
コ
ー
ル
」「
悪
意
あ

る
社
員
へ
の
対
応
」「
B
C
P
」の
4
つ
の
テ
ー
マ
に
て
、
過
去
に
起
こ
っ
た

実
例
を
交
え
具
体
的
な
説
明
が
あ
っ
た
。

　
参
加
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
リ
ス
ク
に
す
ば
や
く
対
応
で
き
る
よ
う
講
師
の

説
明
に
耳
を
傾
け
熱
心
に
メ
モ
を
執
っ
て
い
た
。

まちづくり委員会
　「
シ
ェ
ア
金
沢
」は
、
子
ど
も
か
ら
大
学
生
、
高
齢
者
ま
で
、 

世
代
や
障
害
の
有
り

無
し
を
超
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
共
に
暮
ら
し
、
様
々
な
福
祉
関
連
の
施
設
が
混

在
す
る
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

　
運
営
主
体
は
社
会
福
祉
法
人「
佛
子
園
」。
児
童
養
護
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
知
的
障
が
い
者
受
入
施
設
と
な
り
、
障
が
い
を
持
つ
子
供
達
に
社
会
性
を
養
っ

て
ほ
し
い
と
障
が
い
者
就
労
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
就
労
施
設
、
学
生
向
け
賃
貸
物
件
や

高
齢
者
向
け
ケ
ア
付
き
住
宅
な
ど
を
併
設
。
ま
た
地
域
の
方
も
利
用
で
き
る
温
泉
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
人
と
人
と
の
交
流
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　「
高
岡
御
車
山
会
館
」は
、
国
の
重
要
有
形
・
無
形
民
族
文
化
財「
高
岡
御
車
山
祭
」

の
御
車
山
を
通
年
で
楽
し
め
る
施
設
。
山
車
に
凝
縮
さ
れ
た
工
芸
技
術
や
こ
れ
ま
で

守
り
伝
え
て
き
た
地
域
文
化
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
り
、「
シ
ア
タ
ー
」で
は
４
Ｋ
の

高
精
細
画
質
で
祭
の
準
備
か
ら
祭
礼
当
日
を
追
体
験
で
き
る
。

　
二
施
設
の
取
組
み
や
施
設
内
容
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
策
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

学
ぶ
有
意
義
な
視
察
と
な
っ
た
。

　
本
所
ま
ち
づ
く
り
委
員
会（
委
員
長
　
橘 

隆
則
）18
名
は
、
去
る
5
月

11
日（
水
）、
金
沢
市
の「
シ
ェ
ア
金
沢
」並
び
に
富
山
県「
高
岡
御
車
山

会
館
」を
視
察
し
た
。

高岡御車山会館を視察 シェア金沢にて概要説明
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広
報
危
機
管
理
・
リ
コ
ー
ル・B
C
P
他

新
た
な
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ま
ち
づ
く
り
を
学
ぶ

　
　
　
　
〜「
シ
ェ
ア
金
沢
」・「
高
岡
御
車
山
会
館
」〜

5/13
　
本
所
で
は
、
企
業
の
事
業
活
動
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
に
つ
い
て
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険
㈱
と
の
共
催
に
よ
る「
総
合
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
た
。

会
　長

直
前
会
長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

総
務
広
報
委
員
長

視
察
・
研
修
委
員
長

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
長

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

理
　事

監
　事

監
　事

㈲
松
山
自
動
車

小
松
水
産
㈱

大
西
石
材

丸
急
運
送
㈱

㈱
ヤ
マ
ウ
チ
産
業

㈲
内
野
石
油

山
川
酒
店

㈱
飯
田
計
算
セ
ン
タ
ー

㈲
金
子
印
刷   

㈱
江
口
組

㈲
岡
本
タ
イ
ヤ
商
会

㈲
川
腰
電
気
商
会

小
松
計
測
㈱

㈱
島
豊
商
店

㈲一浪
㈱
光
矢

五
十
吉
深
香
陶
窯

松
本
電
機
㈱

松
山
　典
裕

福
島
　知
朗

大
西
　俊
則

久
田
　
　誠

山
内
　
　勇

内
野
　裕
文

山
川
　浩
平

飯
田
　崇
義

金
子
　哲
也

江
口
　
　充

岡
本
　哲
弥

川
腰
　栄
一

鹿
田
　稔
夫

島
　
　豊
久

土
定
　靖
之

福
田
　和
也

前
口
　
　剛

浅
蔵
　宏
昭

松
本
　賢
一

税
理
士
法
人

北
陸
合
同
会
計
事
務
所

会
員
拡
充
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

説明する加納裕社長

　
4
月
か
ら
電
力
の
供
給
が
自
由
化
さ
れ
お
客
様
が
電
力
会
社
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
旨
の
説
明
を
受
け
た
。

　
北
陸
電
力
は
全
国
的
に
も
水
力
発
電
の
割
合
が
多
く
低
価
格
で
の
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
企
業
や
個
人
へ
の
省
エ
ネ
無
料
相
談
も
実
施
し
て

い
る
。

　
そ
の
後
、
メ
ン
バ
ー
は
加
賀
市
新
保
町
に
本
年
4
月
に
完
成
し
た
小

松
ウ
ォ
ー
ル
工
業
㈱
新
工
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
新
工
場
内
は
最
新
設
計
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
天
井
に
は
大
き
な
窓
や
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　
間
仕
切
り
の
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
お
客
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
設
計
・
製
作
し
て
お
り
、
展
示
さ
れ
た
製
品

の
安
全
対
策
へ
の
説
明
を
受
け
進
化
す
る
間
仕
切
り
を
実
感
し
た
。

「
電
力
自
由
化
と
省
エ
ネ
へ
の
取
組
み
」

　
　
　
小
松
ウ
オ
ー
ル
工
業
㈱
新
工
場
視
察

　
産
業
政
策
委
員
会（
委
員
長
　
近
江
裕
二
）は
、
北
陸
電
力
小

松
支
社
の
中
田
一
夫
支
社
長
よ
り「
電
力
の
自
由
化
」に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、
小
松
ウ
オ
ー
ル
工
業
㈱
の
新
工
場
の
視
察
を

行
っ
た
。

藤田直樹コマツ粟津工場長

　
式
典
で
は
和
田
衞
会
頭
が
挨
拶
し
、
そ
の
後
神
事
が
執
り
行
わ

れ
た
。
続
い
て
、
来
賓
と
し
て
和
田
愼
司
小
松
市
長
、
宮
西
健
吉
小

松
市
議
会
議
長
が
祝
辞
を
述
べ
、
４
月
よ
り
本
所
副
会
頭
に
就
任

し
た
藤
田
直
樹
コ
マ
ツ
粟
津
工
場
長
の
発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
記
念
碑
周
辺
で
は
、
遊
泉
寺
銅
山
再
生
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

新
た
に
組
織
さ
れ
た「
鵜
遊
立
地
域
活
性
化
委
員
会
」が
中
心
と

な
っ
て
３
月
に
梅
林
の
植
樹
を
行
な
い
、
ま
た
一
部
通
路
を
舗
装
す

る
な
ど
景
観
整
備
に
努
め
、
観
光
誘
客
に
向
け
た
取
り
組
み
が
日
々

行
わ
れ
て
い
る
。

地
域
発
展
を
目
指
し
整
備
す
す
む

　
本
年
で
26
回
目
に
な
る
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
式
典
が
コ
マ
ツ
、

行
政
関
係
者
、
本
所
、
地
元
町
内
関
係
者
ら
約
１
３
０
名
の
出
席

の
も
と
鵜
川
町
の
遊
泉
寺
銅
山
跡
記
念
碑
前
広
場
に
て
開
催
さ

れ
、
修
祓
の
儀
、
玉
串
奉
奠
が
執
り
行
わ
れ
た
。
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ハローワークからのお知らせ
事業主の皆さんへ

　
来
春
卒
業
予
定
の
高
卒
者
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
も
就
職
希
望

者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
高
卒
求
人
は
、
で
き
る
だ
け
夏
休
み
前
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
高
卒
者
の
求
人
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

6
月
20
日
か
ら
高
卒
求
人
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す
！

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
に
お
け

る
高
年
齢
者
及
び
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
係
る
報
告
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。対

象
は
、
企
業
全
体
の
常
用
労
働
者
が
25
人
以
上
の
事
業
主

高
年
齢
者
・
障
害
者
の

雇
用
状
況
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
！

外
国
人
の
雇
用
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
！

学
卒
求
人
説
明
会

①
高
年
齢
者
雇
用
状
況
報
告

対
象
は
、
企
業
全
体
の
常
用
労
働
者（
除
外
率
に
よ
り
除
外
す

べ
き
労
働
者
を
控
除
し
た
数
）が
50
人
以
上
の
事
業
主
等

②
障
害
者
雇
用
状
況
報
告ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松

☎
0
7
6
1
・
24
・
8
6
0
7

※
報
告
書
の
用
紙
は
、
５
月
下
旬
に

　
厚
生
労
働
省
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
事
業
主
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

で
き
る
限
り
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

報
告
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
７
月
15
日（
金
）で
す
。

※
法
令
に
よ
り
、
従
業
員
50
人
に
対
し

　
一
人
の
障
害
者
雇
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
で
す
！
〜

□ 

外
国
人
の
雇
入
れ
・
離
職
時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　 

雇
用
状
況
の
届
出
を
し
て
い
ま
す
か
？

□ 

国
籍
で
差
別
し
な
い
公
平
な
採
用
選
考
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

□ 

労
働
法
令
を
守
り
、
労
働
・
社
会
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

□ 

日
本
語
教
育
や
生
活
上
・
職
務
上
の
相
談
に
配
慮
し
て
い
ま
す
か
？

□ 

安
易
な
解
雇
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

６
月
８
日（
水
）13
時
30
分
〜

小
松
市
民
セ
ン
タ
ー

（
小
松
市
大
島
町
丙
４
２
–
３
） 

●
日
時

●
場
所

ハローワークからのお知らせ

1

3

2

お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か

ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま

で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

会
議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。会

員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■
休
館
日 

　
年
末
年
始

　
　
　
　
　
　 （
12
／
31
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
施
設
案
内 

大
小
会
議
室
、

　
　
　 

研
修
室
11
室
、

　
　
　 

駐
車
場
１
０
０
台
、

　
　
　 

冷
暖
房
完
備

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室
の
ご
案
内■

料
金・申
し
込
み 

　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小松商工会議所　事業課
☎ 0761-21-3121
ホームページ　
小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.or.jp/

問い合わせ先

青年部（YEG）中小企業相談所

　
北
國
銀
行
の
西
田
執
行
役
員
小
松
支
店
長
の
挨
拶
の
後
、
公
益
財
団
法
人

石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構
地
域
振
興
部
地
域
産
業
支
援
課
長
の
藤
作
健
一

氏
よ
り
、
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
の
概
要
及
び
活
用
事
例
、
事
業
計
画
書
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。　
　

　
平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
た「
い
し
か
わ
産
業
化
資
源
活
用
推
進
フ
ァ
ン

ド
」で
は
、
生
み
出
さ
れ
る
運
用
益
を
活
用
し
、「
地
域
の
産
業
化
資
源
を
活

用
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
」や「
農
商
工
連
携
」、「
医
商
工
連
携
」に

取
り
組
む
事
業
に
対
す
る
支
援
を
目
的
と
し
た
助
成
事
業
が
設
け
ら
れ
、
平

成
27
年
度
ま
で
の
累
計
で
1
3
5
2
件
の
申
請
が
あ
り
、
う
ち
6
1
1
件
の

事
業
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
採
択
さ
れ
た
事
業
所
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
て
説
明
が
あ
っ

た
。
説
明
会
の
後
に
は
、
個
別
相
談
会
も
開
催
さ
れ
、
申
請
に
む
け
た
相
談

が
行
わ
れ
た
。

　
本
所
で
は
、
北
國
銀
行
と
の
共
催
で
、
い
し
か
わ
産
業
化
資
源

活
用
推
進
フ
ァ
ン
ド（
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
）セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

29
名
が
参
加
し
た
。

5/195/20

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
活
用
セ
ミ
ナ
ー

松本平成27年度県連会長ISICO藤作地域産業支援課長 松山会長歓迎挨拶

3階　大ホール（301～303号室）

3階　小会議室（305号室）

　
通
常
総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
会
長
の
松
本
賢
一
氏（
小
松
）が
1
年
間
を
振

り
返
り
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
輪
島
大
会
に
対

す
る
支
援
に
改
め
て
感
謝
を
述
べ
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
及
び
人
事
案
件
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
ま
で
全
て
の
議
案

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
松
山
会
長
が
開
催
地
を
代
表
し
、
小
松
市
の
地
域
資
源
の

紹
介
を
ふ
ま
え
な
が
ら
参
加
者
へ
の
歓
迎
挨
拶
を
行
い
、
本
年
度
会
長
を
務
め

る
中
村
肇
伸
会
長（
加
賀
）が
、
県
内
Y
E
G
が
一
丸
と
な
っ
た
事
業
の
推
進
へ

の
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、
北
陸
財
務
局
経
済
調
査
課
長
の
浦
野
伸
義
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し「
北
陸
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、
北
陸
3
県
の

経
済
情
勢
と
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
各
種
の
消
費

指
標
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
講
演
し
た
。

石
川
県
連
Y
E
G
第
16
回
会
員
大
会
小
松
大
会
開
催

県
連
Y
E
G
が一丸
と
な
っ
た
事
業
の
推
進
を

　
本
所
青
年
部（
会
長
　
松
山
典
裕
）で
は
、
石
川
県
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
第
16
回
会
員
大
会
小
松
大
会
を
所
管
し
て
開
催
し
、
市

内
外
よ
り
約
1
0
0
名
の
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
小
松
に
集
い
、
交
流

を
深
め
た
。

会議所の動き
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ハローワークからのお知らせ
事業主の皆さんへ

　
来
春
卒
業
予
定
の
高
卒
者
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
よ
り
も
就
職
希
望

者
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

　
高
卒
求
人
は
、
で
き
る
だ
け
夏
休
み
前
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
高
卒
者
の
求
人
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

6
月
20
日
か
ら
高
卒
求
人
の

受
付
が
始
ま
り
ま
す
！

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
法
令
に
基
づ
き
、
毎
年
６
月
１
日
現
在
に
お
け

る
高
年
齢
者
及
び
障
害
者
の
雇
用
状
況
に
係
る
報
告
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。対

象
は
、
企
業
全
体
の
常
用
労
働
者
が
25
人
以
上
の
事
業
主

高
年
齢
者
・
障
害
者
の

雇
用
状
況
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
！

外
国
人
の
雇
用
は

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
！

学
卒
求
人
説
明
会

①
高
年
齢
者
雇
用
状
況
報
告

対
象
は
、
企
業
全
体
の
常
用
労
働
者（
除
外
率
に
よ
り
除
外
す

べ
き
労
働
者
を
控
除
し
た
数
）が
50
人
以
上
の
事
業
主
等

②
障
害
者
雇
用
状
況
報
告ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
小
松

☎
0
7
6
1
・
24
・
8
6
0
7

※
報
告
書
の
用
紙
は
、
５
月
下
旬
に

　
厚
生
労
働
省
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
事
業
主
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

で
き
る
限
り
早
め
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

報
告
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
７
月
15
日（
金
）で
す
。

※
法
令
に
よ
り
、
従
業
員
50
人
に
対
し

　
一
人
の
障
害
者
雇
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〜
６
月
は
外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間
で
す
！
〜

□ 

外
国
人
の
雇
入
れ
・
離
職
時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

　 

雇
用
状
況
の
届
出
を
し
て
い
ま
す
か
？

□ 

国
籍
で
差
別
し
な
い
公
平
な
採
用
選
考
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

□ 

労
働
法
令
を
守
り
、
労
働
・
社
会
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

□ 

日
本
語
教
育
や
生
活
上
・
職
務
上
の
相
談
に
配
慮
し
て
い
ま
す
か
？

□ 

安
易
な
解
雇
は
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

６
月
８
日（
水
）13
時
30
分
〜

小
松
市
民
セ
ン
タ
ー

（
小
松
市
大
島
町
丙
４
２
–
３
） 

●
日
時

●
場
所

ハローワークからのお知らせ

1

3

2

お
問
い
合
わ
せ
先

　
本
所
で
は
少
人
数
の
社
内
会
議
か

ら
２
０
０
名
を
超
え
る
大
型
研
修
会
ま

で
様
々
な
用
途
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る

会
議
室
を
ご
提
供
し
て
お
り
ま
す
。会

員
事
業
所
割
引
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
利
用
時
間 

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■
休
館
日 

　
年
末
年
始

　
　
　
　
　
　 （
12
／
31
〜
１
／
３
）

※

そ
の
他
閉
館
と
な
る
日
も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
施
設
案
内 

大
小
会
議
室
、

　
　
　 

研
修
室
11
室
、

　
　
　 

駐
車
場
１
０
０
台
、

　
　
　 

冷
暖
房
完
備

小
松
商
工
会
議
所
会
館

貸
会
議
室
の
ご
案
内■

料
金・申
し
込
み 

　
事
業
課
ま
で
お
電
話
に
て
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

小松商工会議所　事業課
☎ 0761-21-3121
ホームページ　
小松商工会議所「貸会議室」
http://www.komatcci.or.jp/

問い合わせ先

青年部（YEG）中小企業相談所

　
北
國
銀
行
の
西
田
執
行
役
員
小
松
支
店
長
の
挨
拶
の
後
、
公
益
財
団
法
人

石
川
県
産
業
創
出
支
援
機
構
地
域
振
興
部
地
域
産
業
支
援
課
長
の
藤
作
健
一

氏
よ
り
、
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
の
概
要
及
び
活
用
事
例
、
事
業
計
画
書
作
成
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。　
　

　
平
成
20
年
度
に
創
設
さ
れ
た「
い
し
か
わ
産
業
化
資
源
活
用
推
進
フ
ァ
ン

ド
」で
は
、
生
み
出
さ
れ
る
運
用
益
を
活
用
し
、「
地
域
の
産
業
化
資
源
を
活

用
し
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
」や「
農
商
工
連
携
」、「
医
商
工
連
携
」に

取
り
組
む
事
業
に
対
す
る
支
援
を
目
的
と
し
た
助
成
事
業
が
設
け
ら
れ
、
平

成
27
年
度
ま
で
の
累
計
で
1
3
5
2
件
の
申
請
が
あ
り
、
う
ち
6
1
1
件
の

事
業
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
は
、
実
際
に
採
択
さ
れ
た
事
業
所
の
取
り
組
み
を
ふ
ま
え
て
説
明
が
あ
っ

た
。
説
明
会
の
後
に
は
、
個
別
相
談
会
も
開
催
さ
れ
、
申
請
に
む
け
た
相
談

が
行
わ
れ
た
。

　
本
所
で
は
、
北
國
銀
行
と
の
共
催
で
、
い
し
か
わ
産
業
化
資
源

活
用
推
進
フ
ァ
ン
ド（
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
）セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

29
名
が
参
加
し
た
。

5/195/20

活
性
化
フ
ァ
ン
ド
活
用
セ
ミ
ナ
ー

松本平成27年度県連会長ISICO藤作地域産業支援課長 松山会長歓迎挨拶

3階　大ホール（301～303号室）

3階　小会議室（305号室）

　
通
常
総
会
で
は
、
平
成
27
年
度
会
長
の
松
本
賢
一
氏（
小
松
）が
1
年
間
を
振

り
返
り
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
北
陸
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
輪
島
大
会
に
対

す
る
支
援
に
改
め
て
感
謝
を
述
べ
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
及
び
人
事
案
件
、
平
成
28
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
ま
で
全
て
の
議
案

が
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　
記
念
式
典
で
は
、
松
山
会
長
が
開
催
地
を
代
表
し
、
小
松
市
の
地
域
資
源
の

紹
介
を
ふ
ま
え
な
が
ら
参
加
者
へ
の
歓
迎
挨
拶
を
行
い
、
本
年
度
会
長
を
務
め

る
中
村
肇
伸
会
長（
加
賀
）が
、
県
内
Y
E
G
が
一
丸
と
な
っ
た
事
業
の
推
進
へ

の
意
気
込
み
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、
北
陸
財
務
局
経
済
調
査
課
長
の
浦
野
伸
義
氏
を

講
師
に
お
迎
え
し「
北
陸
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、
北
陸
3
県
の

経
済
情
勢
と
北
陸
新
幹
線
開
業
後
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
各
種
の
消
費

指
標
や
デ
ー
タ
を
も
と
に
講
演
し
た
。

石
川
県
連
Y
E
G
第
16
回
会
員
大
会
小
松
大
会
開
催

県
連
Y
E
G
が一丸
と
な
っ
た
事
業
の
推
進
を

　
本
所
青
年
部（
会
長
　
松
山
典
裕
）で
は
、
石
川
県
商
工
会
議
所
青

年
部
連
合
会
第
16
回
会
員
大
会
小
松
大
会
を
所
管
し
て
開
催
し
、
市

内
外
よ
り
約
1
0
0
名
の
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
が
小
松
に
集
い
、
交
流

を
深
め
た
。

会議所の動き
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
加
賀

八
幡
の
ベ
ン
＆
パ
ル
さ
ん
。

　
平
成
24
年
現
在
地
に
て
事
業
を

開
始
。
内
容
は
、
愛
犬
の
し
つ
け

や
ト
リ
ミ
ン
グ
。
オ
ー
ナ
ー
の
恵

子
さ
ん
は
ト
レ
ー
ナ
ー
と
ト
リ

マ
ー
の
両
方
の
資
格
を
持
ち
お
客

会員事業所紹介

ドッグアドバイザー
オーナー 上出 恵子

ド
ッ
グ
ラ
イ
フ
を
よ
り
快
適
に
楽
し
く

Ｂｅｎ＆Ｐａｌ
（ベン＆パル）

〜
人
と
共
に
過
ご
す
し
て
ゆ
く
た
め
の
躾
は
大
切
〜 No.

210

寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー

開
催 女

性
会

華
つ
う
し
ん愛犬のしつけ

トリミング
10時～16時
毎週日曜日他
小松市八幡イ24-4
080-3041-0099
0761-47-3367
fbenpal.daa.jp/

■業務内容

■営業時間
■定休日
■所在地
■TEL
■FAX
■HP

様
の
愛
犬
に
接
し
て
い
る
。

　「
ド
ッ
グ
ラ
イ
フ
つ
ま
り
、
愛
犬

と
の
生
活
を
よ
り
良
く
快
適
に
過

ご
し
て
ゆ
く
た
め
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。」と

話
さ
れ
る
恵
子
さ
ん
。
愛
犬
の
し

つ
け
教
室
や
犬
に
つ
い
て
の
基
礎

知
識
、
ま
た
子
犬
選
び
、
ト
リ
ミ
ン

グ
な
ど
犬
の
事
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
。

　
し
つ
け
教
室
で
は
、人
を
怖
が
っ

て
吠
え
た
り
・
ト
イ
レ
・
噛
み
つ

い
た
り
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
、

社
会
化
を
は
じ
め
、
問
題
行
動
な

ど
の
対
処
や
生
活
に
必
要
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
し
つ
け
を
行
っ
て

い
る
。
お
客
様
と
愛
犬
と
一
緒
に

犬
の
基
礎
知
識
な
ど
動
物
行
動
学

や
行
動
心
理
学
を
用
い
て
の
勉
強

や
実
践
と
な
っ
て
い
る
。

　「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
基
本
お
客
様

の
お
宅
に
出
向
い
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
ま
す
。
特
に
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
事
を
第
一
に
考
え
、
ス
ト
レ
ス

サ
イ
ン
を
見
な
が
ら
ワ
ン
ち
ゃ
ん

に
や
さ
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。」

　
ト
リ
ミ
ン
グ
で
は
、
ア
ク
ア
ゼ

オ
を
使
用
し
た
皮
膚
病
の
改
善
や

口
腔
ケ
ア
等
も
行
っ
て
い
る
。

　「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
は
愛
情
を
も
っ

て
根
気
強
く
、
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
大
事
な
家
族
同
様
に
接

し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。」

と
終
始
に
こ
や
か
に
話
さ
れ
た
。

会員事業所紹介
　
4
月
28
日（
木
）、
花
巧
房 
大
西

生
花
店
の
岸
純
子
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
会
員
23
名
が
参
加
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
植
え
作

成
し
、
作
成
し
た
寄
せ
植
え
は
店

舗
な
ど
に
飾
り
、
来
客
者
を
花
と

緑
で
も
て
な
し
、
来
店
し
や
す
い

店
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
し
た
。

　
５
月
３
日（
火
）、
女
性
会
役
員

は
和
田
小
松
市
長
と
共
に
、
こ
ま

つ
芸
術
劇
場
う
ら
ら
に
て「
全
国
子

供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
小

松
」に
出
演
す
る
、
愛
知
県
豊
田

市
の「
小
原
歌
舞
伎
保
存
会
」、
愛

知
県
新
城
市
の「
山
・
臼
子
歌
舞
伎

保
存
会
」、
小
松
市
の「
小
松
市
子

供
歌
舞
伎
勧
進
帳
実
行
委
員
会
」

の
役
者
、
囃
子
方
の
皆
さ
ん
に
激

全
国
子
供
歌
舞
伎

フェス
テ
ィ
バ
ル
in
小
松

陣
中
見
舞
い

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

つ
く
り
手
目
線
の

    

ご
当
地
グ
ル
メ
は

         

な
ぜ
ダ
メ
な
の
か

　
新
潟
県
の
燕
三
条
エ
リ
ア
と
い
え
ば
銀
食
器

な
ど
金
属
加
工
業
の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
る

エ
リ
ア
で
す
。
最
近
で
は
燕
商
工
会
議
所
が
仕

掛
け
た「
磨
き
屋
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」に
よ
る
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ツ
バ
メ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
も
市
場

で
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
エ
リ
ア
は
最
近
、

「
燕
三
条
系
」と
マ
ニ
ア
の
間
か
ら
呼
ば
れ
る

ラ
ー
メ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
燕
市
と
三
条
市
と
近
隣
の

加
茂
市
ま
で
合
わ
せ
る
と
2
0
0
軒
近
く
の

ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
が
営
業
し
て
い
る
激
戦
区
で

す
。「
燕
三
条
系
」の
特
徴
は
魚
介
だ
し
こ
っ
て

り
豚
骨
ス
ー
プ
に
背
脂
。
麺
は
極
太
で
す
。
地

元
の
人
は
も
と
よ
り
、
観
光
客
に
と
っ
て
も
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
取
材
で
お
伺
い
し
た
燕
市
産
業
史
料

館
の
主
任
学
芸
員
・
齋
藤
優
介
さ
ん
に
燕
三
条

ラ
ー
メ
ン
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
話
を
聞
き
ま
し

た
。
こ
の
地
域
の
ラ
ー
メ
ン
も
も
と
も
と
は

し
ょ
う
ゆ
味
が
ベ
ー
ス
で
細
麺
の
中
華
そ
ば

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
戦
後
の
高
度
成

長
期
に
地
元
の
金
属
加
工
業
が
活
況
に
な
る

と
、
注
文
に
応
じ
る
た
め
に
食
事
に
行
く
暇
も

惜
し
ん
で
生
産
し
て
い
た
た
め
、
出
前
の
需
要

が
急
増
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
際
に
、
ス
ー
プ

は
工
員
さ
ん
た
ち
が
好
む
し
っ
か
り
し
た
味
付

け
に
な
り
、
麺
も
〝
腹
も
ち
〞
が
良
く
て
延
び

に
く
い
極
太
麺
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ス
ー
プ
が
冷
め
な
い
よ
う
に
ス
ー
プ
の
表
面
を

背
脂
で
覆
う
ス
タ
イ
ル
も
出
前
の
ニ
ー
ズ
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
燕
三
条
ラ
ー
メ
ン
は
ま

さ
に
金
属
加
工
産
業
の
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
生
ま

れ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
と
い
え
ま
す
。
70
年
以
上

の
歴
史
を
重
ね
い
ま
や
老
若
男
女
に
慣
れ
親
し

ん
だ
味
と
し
て
地
域
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
こ
う
し
た
職
人
の
生
活
ニ
ー
ズ
が
生
ん

だ
ご
当
地
フ
ー
ド
と
い
う
の
は
他
の
エ
リ
ア
に

も
あ
り
ま
す
。
織
物
の
二
大
産
地
で
あ
る
山
梨

県
の
富
士
吉
田
市
と
群
馬
県
の
桐
生
市
に
は
そ

れ
ぞ
れ
吉
田
の
う
ど
ん
、
桐
生
う
ど
ん
が
あ
り

ま
す
。
も
と
も
と
は
農
家
の
日
常
食
で
し
た
が

織
物
産
業
の
興
隆
と
と
も
に
、
職
工
さ
ん
の
賄

い
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
き
た
も
の
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
定
着
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
生
活
や
風
土
に
根
付
い
て
生
ま
れ
て

き
た
料
理
に
は
、そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
て
、

今
後
も
地
域
に
産
業
が
あ
る
限
り
続
く
で
し
ょ

う
し
、
そ
こ
で
働
く
人
の
生
活
や
嗜
好（
し
こ

う
）の
変
化
に
合
わ
せ
て
進
化
し
続
け
て
い
く

で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
が
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
ご

当
地
グ
ル
メ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
の
違
い
で
す
。
あ

ち
こ
ち
の
地
域
を
訪
ね
る
と
、
農
作
物
や
海
産

物
を
組
み
合
わ
せ
た
焼
き
そ
ば
や
丼
も
の
を
開

発
し
て
い
る
場
面
に
出
合
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
す
に
は
ど
う
し
て
も「
一
度
に
大
量
に

つ
く
れ
る
」「
盛
り
つ
け
に
時
間
が
か
か
ら
な

い
」と
い
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ご
当

地
色
を
出
す
に
は
結
局
、
土
地
の
食
材
を
組
み

合
わ
せ
る
し
か
な
く
な
り
ま
す
。こ
れ
で
は「
つ

く
り
手
目
線
」の
も
の
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
先

に
挙
げ
た
地
域
の
風
土
や
生
活
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
食
べ
物
と
は
本
質
的
に
違
い
ま
す
。
無
理

や
り
つ
く
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
く
、
地
域
の

人
々
の
幸
せ
を
支
え
続
け
て
き
た
食
べ
物
が
、

幸
せ
の
お
裾
分
け
の
か
た
ち
で
全
国
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

●
渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ
　
日
経

Ｂ
Ｐ
社
　
日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研

究
員
。
１
９
８
６
年
、
筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
修

士
課
程
修
了
。
同
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
日

経
パ
ソ
コ
ン
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ

な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、
経
営
分
野
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野

の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。
全
国
各
地
の
商

工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た

め
の
講
演
・
コ
ン
サ
ル
を
実
施
。
消
費
者
起
点
の
も

の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
育

成
を
支
援
し
て
い
る
。

子供役者激励

励
を
兼
ね
て
小
松
の
物
産
の
差
入

れ
を
行
い
、「
今
ま
で
稽
古
し
て
き

た
成
果
を
発
揮
し
、
す
ば
ら
し
い

舞
台
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励

し
た
。

　
同
日
、
女
性
会
役
員
と
和
田
小

松
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、

今
年
度
の
活
動
と
し
て
花
を
テ
ー

マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
市
長
よ
り
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た「『
珠
玉
と
歩
む

物
語
』小
松
〜
時
の
流
れ
の
中
で

磨
き
上
げ
た
石
の
文
化
〜
」に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
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今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
加
賀

八
幡
の
ベ
ン
＆
パ
ル
さ
ん
。

　
平
成
24
年
現
在
地
に
て
事
業
を

開
始
。
内
容
は
、
愛
犬
の
し
つ
け

や
ト
リ
ミ
ン
グ
。
オ
ー
ナ
ー
の
恵

子
さ
ん
は
ト
レ
ー
ナ
ー
と
ト
リ

マ
ー
の
両
方
の
資
格
を
持
ち
お
客

会員事業所紹介

ドッグアドバイザー
オーナー 上出 恵子

ド
ッ
グ
ラ
イ
フ
を
よ
り
快
適
に
楽
し
く

Ｂｅｎ＆Ｐａｌ
（ベン＆パル）

〜
人
と
共
に
過
ご
す
し
て
ゆ
く
た
め
の
躾
は
大
切
〜 No.

210

寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー

開
催 女

性
会

華
つ
う
し
ん愛犬のしつけ

トリミング
10時～16時
毎週日曜日他
小松市八幡イ24-4
080-3041-0099
0761-47-3367
fbenpal.daa.jp/

■業務内容

■営業時間
■定休日
■所在地
■TEL
■FAX
■HP

様
の
愛
犬
に
接
し
て
い
る
。

　「
ド
ッ
グ
ラ
イ
フ
つ
ま
り
、
愛
犬

と
の
生
活
を
よ
り
良
く
快
適
に
過

ご
し
て
ゆ
く
た
め
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。」と

話
さ
れ
る
恵
子
さ
ん
。
愛
犬
の
し

つ
け
教
室
や
犬
に
つ
い
て
の
基
礎

知
識
、
ま
た
子
犬
選
び
、
ト
リ
ミ
ン

グ
な
ど
犬
の
事
全
般
を
サ
ポ
ー
ト
。

　
し
つ
け
教
室
で
は
、人
を
怖
が
っ

て
吠
え
た
り
・
ト
イ
レ
・
噛
み
つ

い
た
り
な
ど
生
活
習
慣
の
改
善
、

社
会
化
を
は
じ
め
、
問
題
行
動
な

ど
の
対
処
や
生
活
に
必
要
な
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
し
つ
け
を
行
っ
て

い
る
。
お
客
様
と
愛
犬
と
一
緒
に

犬
の
基
礎
知
識
な
ど
動
物
行
動
学

や
行
動
心
理
学
を
用
い
て
の
勉
強

や
実
践
と
な
っ
て
い
る
。

　「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
基
本
お
客
様

の
お
宅
に
出
向
い
て
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
し
ま
す
。
特
に
ワ
ン
ち
ゃ
ん

の
事
を
第
一
に
考
え
、
ス
ト
レ
ス

サ
イ
ン
を
見
な
が
ら
ワ
ン
ち
ゃ
ん

に
や
さ
し
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。」

　
ト
リ
ミ
ン
グ
で
は
、
ア
ク
ア
ゼ

オ
を
使
用
し
た
皮
膚
病
の
改
善
や

口
腔
ケ
ア
等
も
行
っ
て
い
る
。

　「
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
は
愛
情
を
も
っ

て
根
気
強
く
、
信
頼
関
係
を
築
き

な
が
ら
、
大
事
な
家
族
同
様
に
接

し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。」

と
終
始
に
こ
や
か
に
話
さ
れ
た
。

会員事業所紹介
　
4
月
28
日（
木
）、
花
巧
房 

大
西

生
花
店
の
岸
純
子
氏
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
寄
せ
植
え
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
会
員
23
名
が
参
加
し
た
。

　
参
加
者
は
講
師
か
ら
指
導
を
受

け
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
植
え
作

成
し
、
作
成
し
た
寄
せ
植
え
は
店

舗
な
ど
に
飾
り
、
来
客
者
を
花
と

緑
で
も
て
な
し
、
来
店
し
や
す
い

店
づ
く
り
に
役
立
て
た
い
と
し
た
。

　
５
月
３
日（
火
）、
女
性
会
役
員

は
和
田
小
松
市
長
と
共
に
、
こ
ま

つ
芸
術
劇
場
う
ら
ら
に
て「
全
国
子

供
歌
舞
伎
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
小

松
」に
出
演
す
る
、
愛
知
県
豊
田

市
の「
小
原
歌
舞
伎
保
存
会
」、
愛

知
県
新
城
市
の「
山
・
臼
子
歌
舞
伎

保
存
会
」、
小
松
市
の「
小
松
市
子

供
歌
舞
伎
勧
進
帳
実
行
委
員
会
」

の
役
者
、
囃
子
方
の
皆
さ
ん
に
激

全
国
子
供
歌
舞
伎

フェス
テ
ィ
バ
ル
in
小
松

陣
中
見
舞
い

上
席
研
究
員
　
渡
辺
　
和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

つ
く
り
手
目
線
の

    

ご
当
地
グ
ル
メ
は

         

な
ぜ
ダ
メ
な
の
か

　
新
潟
県
の
燕
三
条
エ
リ
ア
と
い
え
ば
銀
食
器

な
ど
金
属
加
工
業
の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
る

エ
リ
ア
で
す
。
最
近
で
は
燕
商
工
会
議
所
が
仕

掛
け
た「
磨
き
屋
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
」に
よ
る
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ツ
バ
メ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
も
市
場

で
知
ら
れ
て
き
ま
し
た
。こ
の
エ
リ
ア
は
最
近
、

「
燕
三
条
系
」と
マ
ニ
ア
の
間
か
ら
呼
ば
れ
る

ラ
ー
メ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
燕
市
と
三
条
市
と
近
隣
の

加
茂
市
ま
で
合
わ
せ
る
と
2
0
0
軒
近
く
の

ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
が
営
業
し
て
い
る
激
戦
区
で

す
。「
燕
三
条
系
」の
特
徴
は
魚
介
だ
し
こ
っ
て

り
豚
骨
ス
ー
プ
に
背
脂
。
麺
は
極
太
で
す
。
地

元
の
人
は
も
と
よ
り
、
観
光
客
に
と
っ
て
も
大

き
な
魅
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
取
材
で
お
伺
い
し
た
燕
市
産
業
史
料

館
の
主
任
学
芸
員
・
齋
藤
優
介
さ
ん
に
燕
三
条

ラ
ー
メ
ン
に
ま
つ
わ
る
面
白
い
話
を
聞
き
ま
し

た
。
こ
の
地
域
の
ラ
ー
メ
ン
も
も
と
も
と
は

し
ょ
う
ゆ
味
が
ベ
ー
ス
で
細
麺
の
中
華
そ
ば

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
戦
後
の
高
度
成

長
期
に
地
元
の
金
属
加
工
業
が
活
況
に
な
る

と
、
注
文
に
応
じ
る
た
め
に
食
事
に
行
く
暇
も

惜
し
ん
で
生
産
し
て
い
た
た
め
、
出
前
の
需
要

が
急
増
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
際
に
、
ス
ー
プ

は
工
員
さ
ん
た
ち
が
好
む
し
っ
か
り
し
た
味
付

け
に
な
り
、
麺
も
〝
腹
も
ち
〞
が
良
く
て
延
び

に
く
い
極
太
麺
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ス
ー
プ
が
冷
め
な
い
よ
う
に
ス
ー
プ
の
表
面
を

背
脂
で
覆
う
ス
タ
イ
ル
も
出
前
の
ニ
ー
ズ
か
ら

生
ま
れ
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　
こ
う
し
て
み
る
と
、
燕
三
条
ラ
ー
メ
ン
は
ま

さ
に
金
属
加
工
産
業
の
ま
ち
だ
か
ら
こ
そ
生
ま

れ
た
ご
当
地
グ
ル
メ
と
い
え
ま
す
。
70
年
以
上

の
歴
史
を
重
ね
い
ま
や
老
若
男
女
に
慣
れ
親
し

ん
だ
味
と
し
て
地
域
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
こ
う
し
た
職
人
の
生
活
ニ
ー
ズ
が
生
ん

だ
ご
当
地
フ
ー
ド
と
い
う
の
は
他
の
エ
リ
ア
に

も
あ
り
ま
す
。
織
物
の
二
大
産
地
で
あ
る
山
梨

県
の
富
士
吉
田
市
と
群
馬
県
の
桐
生
市
に
は
そ

れ
ぞ
れ
吉
田
の
う
ど
ん
、
桐
生
う
ど
ん
が
あ
り

ま
す
。
も
と
も
と
は
農
家
の
日
常
食
で
し
た
が

織
物
産
業
の
興
隆
と
と
も
に
、
職
工
さ
ん
の
賄

い
と
し
て
食
べ
ら
れ
て
き
た
も
の
が
ベ
ー
ス
に

な
っ
て
定
着
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
生
活
や
風
土
に
根
付
い
て
生
ま
れ
て

き
た
料
理
に
は
、そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
加
え
て
、

今
後
も
地
域
に
産
業
が
あ
る
限
り
続
く
で
し
ょ

う
し
、
そ
こ
で
働
く
人
の
生
活
や
嗜
好（
し
こ

う
）の
変
化
に
合
わ
せ
て
進
化
し
続
け
て
い
く

で
し
ょ
う
。

　
こ
こ
が
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
ご

当
地
グ
ル
メ
の
メ
ニ
ュ
ー
と
の
違
い
で
す
。
あ

ち
こ
ち
の
地
域
を
訪
ね
る
と
、
農
作
物
や
海
産

物
を
組
み
合
わ
せ
た
焼
き
そ
ば
や
丼
も
の
を
開

発
し
て
い
る
場
面
に
出
合
い
ま
す
。
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
す
に
は
ど
う
し
て
も「
一
度
に
大
量
に

つ
く
れ
る
」「
盛
り
つ
け
に
時
間
が
か
か
ら
な

い
」と
い
っ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ご
当

地
色
を
出
す
に
は
結
局
、
土
地
の
食
材
を
組
み

合
わ
せ
る
し
か
な
く
な
り
ま
す
。こ
れ
で
は「
つ

く
り
手
目
線
」の
も
の
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
先

に
挙
げ
た
地
域
の
風
土
や
生
活
か
ら
生
ま
れ
て

き
た
食
べ
物
と
は
本
質
的
に
違
い
ま
す
。
無
理

や
り
つ
く
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
は
な
く
、
地
域
の

人
々
の
幸
せ
を
支
え
続
け
て
き
た
食
べ
物
が
、

幸
せ
の
お
裾
分
け
の
か
た
ち
で
全
国
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

●
渡
辺
　
和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ
　
日
経

Ｂ
Ｐ
社
　
日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研

究
員
。
１
９
８
６
年
、
筑
波
大
学
大
学
院
理
工
学
修

士
課
程
修
了
。
同
年
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。
日

経
パ
ソ
コ
ン
、
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
、
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ

な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野
、
経
営
分
野
、
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
分
野

の
専
門
誌
編
集
部
を
経
て
現
職
。
全
国
各
地
の
商

工
会
議
所
な
ど
で
地
域
振
興
や
特
産
品
開
発
の
た

め
の
講
演
・
コ
ン
サ
ル
を
実
施
。
消
費
者
起
点
の
も

の
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
育

成
を
支
援
し
て
い
る
。

子供役者激励

励
を
兼
ね
て
小
松
の
物
産
の
差
入

れ
を
行
い
、「
今
ま
で
稽
古
し
て
き

た
成
果
を
発
揮
し
、
す
ば
ら
し
い

舞
台
に
し
て
く
だ
さ
い
」と
激
励

し
た
。

　
同
日
、
女
性
会
役
員
と
和
田
小

松
市
長
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
、

今
年
度
の
活
動
と
し
て
花
を
テ
ー

マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
や
コ
ン
テ
ス

ト
を
開
催
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。
市
長
よ
り
日
本
遺

産
に
認
定
さ
れ
た「『
珠
玉
と
歩
む

物
語
』小
松
〜
時
の
流
れ
の
中
で

磨
き
上
げ
た
石
の
文
化
〜
」に
つ

い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
。
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